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成人の RLS（restless legs syndrome）有病率は、白人では一般人口の 5から 10%程度、日
本人では 2~4%程度の頻度と報告されている。また、成人 RLS患者の 80%で周期性四肢運動
障害を合併しているとされる。その一方で、小児の有病率は、米国と英国で行われたThe PEDS 
REST study では、definite RLSは 8-11歳では 1.9%、12-17歳では 2.0%と報告されている。
また、トルコで実施された調査では definite RLSは 10-12歳で 1.71%、13-19歳で 3.21%と
報告されている。従って小児の RLS有病率は成人より若干低いが、決してまれでは無い。我々
は、小児 RLS患者の臨床背景と経過、転機を調べ、QoLならびに ADHD症状に及ぼす影響
について検討した。
【方法】１）調査対象：2009年 9月から 2011年 3月までに代々木睡眠クリニックを受診し
た小児 RLS患者（初診時 19歳未満かつ発症年齢 15歳未満）25名（男性 6名、女性 19名、
平均年齢 12.3歳）。コントロールは患児の兄弟を主な対象とした。
２）調査項目：性別，発症年齢，罹病期間，血清フェリチン濃度，終夜睡眠ポリグラフ検査
（PSG），Suggested immobilization test（SIT），子どもの心理社会的問題スクリーニング検
査（PSC）・ADHD 評価スケール（ADHD-RS-IV）、小児 QOL 尺度（PedsQL ver.4）。３）
解析方法：ADHD-RS-IV と QOLは、下位項目得点、総得点を算出した。治療薬固定後 3カ
月で効果判定し、治療前後、さらにコントロールと比較した。
【結果と考察】RLS症状の発現は、夜間のみ 10例（40%）と、昼夜ともに発現 15例（60%）
で血清フェリチン値50 ng/mL未満の患者は22例（88%）あった。治療は鉄剤単独8例（34.8%）、
クロナゼパムまたはプラミペキソールと鉄剤の併用はそれぞれ 5例（21.7％）、2例（8.6%）
さらに 3剤併用は 1例（4.3%）であった。一方、プラミペキソールまたはクロナゼパムの単
剤は、それぞれ 2例（8.6%）、5例(21.7%)であった。鉄剤単独例は、8例全例が有効で、うち
5例は症状が消失した。RLS症状の持続時間と、ADHD総得点ならびに QoL得点の間に有意
な相関が認められた。RLS治療により、ADHD各スコア、QoL各スコア、PSC、が有意に改
善した（p<0.01 または p<0.05）。なお、RLS 症状に関して、遺伝負因ならびに成長痛の合
併は比較的低かった。なお、RLS治療後とコントロールの比較では、QoLの身体的機能得点
で有意であった。
【結語】小児 RLS患者は、ADHD様症状を呈し QoLの低下が認められること、RLS症状の
発現時間が長いほど、日中機能が悪化していることがわかった。RLS 児では血清フェリチン
低値が多く、かつ鉄製剤投与により RLS症状が改善が多いことから、治療の第一選択になり
うると考えられた。
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